
中東情勢を踏まえた燃料油・石油製品の安定供給確保及び
重要物資の安定的な供給確保の対応状況

令和8年5月21日

経済産業省
中東情勢に伴う重要物資の安定的な供給確保のためのタスクフォース

資料１



⚫ ５月１９日（火）、韓国・安東での日韓首脳会談において、①先月発表された「パワー・
アジア」の下でのインド太平洋地域の備蓄強化を含むエネルギー供給強靱化及び②原油・
石油製品及びＬＮＧの相互融通・スワップ取引を含む日韓両国のエネルギー安全保障強化
の２つを柱とする日韓協力を立上げ、具体的な行動を共同で検討していくことで一致。

⚫ 赤澤経済産業大臣は、韓国キム産業通商部長官とのオンライン会談を行い、首脳会談の成
果として、以下の分野を含む共同プレスリリースを発表。

日韓エネルギー安全保障・サプライチェーン強靭化協力

１．日韓エネルギー安全保障強化
緊急時も含めた円滑な協力を可能とするため、以下の分野に焦点を当てた官民連携を促進。
（１）原油・石油製品

➢ 危機時における不必要な輸出規制の抑制を含む、原油・石油製品のスワップ及び相互
融通

（２）ＬＮＧ
➢ 世界有数の輸入国として、両国政府間の相互融通の強化を含むＬＮＧ運用の最適化を

推進

２．サプライチェーン強靱化
➢ 危機対応メカニズム強化を含む重要分野におけるサプライチェーン強靭化

３．アジアにおけるエネルギー供給強靭化に向けた連携
➢ 日本提案の「パワー・アジア」等の取組を通じ、備蓄を含む分野での協力の可能性を

検討 ２



緊急的な激変緩和措置について
⚫ 緊急的な激変緩和措置を3月19日（木）から実施。

⚫ ガソリン小売価格を全国平均で1リッター当たり170円程度に抑制するための補助を実施。
軽油、灯油、重油はガソリンと同額、航空機燃料はその4割を補助。

⚫ これにより、制度開始前の3月16日（月）に190.8円であったガソリンの全国平均小売価格は、170円程度、
軽油、灯油もそれぞれ159円程度、140円程度の水準に低下。

3月16日（月）
ガソリン 190.8円
軽油 178.4円
灯油 154.1円

ガソリン 170円程度
軽油 159円程度
灯油 140円程度

の水準

ガソリン/軽油/灯油 全国平均価格推移
（円/リットル）
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ガソリン 全国平均小売価格
：170円程度の水準



日米欧ガソリン価格比較 最新は5月11日（月）時点調査

（円）

邦貨換算レートは前月平均TTS（三菱UFJ銀行）を用いて算出。 ４
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主な石油関連製品の供給状況（３月）

⚫ 2026年3月のナフサ供給量は、輸入の減少やプラントの定期修理が集中的に行われたこともあり、
前年同月比減（221万kl,▲25%）だったものの、４月以降回復する見通し。

⚫ 他方、川下製品のシンナーや塗料、印刷インキ、コーキング材、塩ビ管、農業用フィルム等は、前
年実績並もしくは前年実績以上の供給を維持。

⚫ 潤滑油については、供給不安を抱く流通事業者や需要家が大量注文。前年を大きく上回る量を出荷。

国内出荷量 前年同月比 生産量 前年同月比 輸入量 前年同月比 主な原材料

シンナー 33,701 t 116％ 33,709 t 113% 2,289 t
※１

131%
トルエン
キシレン

塗料 73,129 t 111％ 90,930 t 103％ 2,609 t 94％ 樹脂・溶剤

印刷インキ 20,107 t 104％ 27,294 t 103％ 234 t 124％ 樹脂・溶剤

コーキング材
20,232 kl

戸建用:5,453kl
※２

99%
戸建用:105%

17,562kl
戸建用:5,319kl

※２

97%
戸建用:109％

616 t
※３

152%
シリコーン
ポリウレタン

塩ビ管 17,796 t 116% 17,661 t 115% 72 t
※４

101% 塩化ビニル樹脂

農業用フィルム
(マルチフィルム含む)

7,373 t
※６

98% 5,190 t 87% 16,933 t
※５

95% ポリエチレン

潤滑油 180,997 kl 142% 178,016 kl 99% 19,040 kl 144% ベースオイル

（注）※１：ペイント用ワニス、ワニス用の調整除去剤を含む ※２：1～3月の3ヶ月 ※３：ガラス用・接ぎ木用のパテ、レジンセメント等を含む
※４：塩ビ重合体のホース・継手等を含む ※５：エチレン重合体の板、シート、フィルム、はく等を含む ※６：輸出を含む

（資料）ナフサ：石油統計、シンナー：生産動態統計、塗料：日本塗料工業会統計より経済産業省推計、印刷インキ：生産動態統計、コーキング材：日本シーリング材工
業会統計、塩ビ管：塩化ビニル管・継手協会統計、農業用フィルム：生産動態統計、潤滑油：資源・エネルギー統計（輸入量については、潤滑油を除き貿易統計）

５



塗料・シンナーの目詰まりの主な類型

①石油化学
メーカー

原料
②商社

③シンナー
メーカー

④卸
小売

シンナー原料 ⑤塗装
事業者

シンナー

⚫ これまでの供給の偏りや流通の目詰まりは、主に以下３つに類型化。

類型 事例 解消策

【1】
原料・製品の供給
見通しが共有され
ず、供給量を抑制
（①～③）

石油化学メーカー（①）が、「４月は前年並み、５月
以降の供給量未定」と供給先に伝えたところ、商社
（②）やシンナーメーカー（③）が、万が一の供給制
限に備えて、４月分から供給量を半減させた。

経産省から、商社やシン
ナーメーカーに対し、川上
企業が供給継続する見通し
を伝え、目詰まり解消。

【2】
事業者間でのタイ
ムリーなコミュニ
ケーションが不足
（③～④）

３月半ばに、シンナーメーカーA社（③）が４月以降
のシンナー供給制限を卸小売B社（④）に通知。
４月半ばには、シンナー供給量が通常通りに回復した
が、A社はB社に連絡せず、またB社からA社へも確認
しないままだったため、B社への供給状況が改善せず。

経産省から、卸小売りB社
に対し、原料・シンナーの
供給改善状況を伝え、B社
がシンナーメーカーA社に
連絡をとり、目詰まり解消。

【3】
川下が実績以上の
発注をすることで
出荷が混乱
（③～⑤）

建設事業者から大規模修繕工事の一部を受託した塗装
事業者C社（⑤）は、通常2週間毎にシンナーを調達し
ているが、不足を心配し、卸小売りD社（④）に全工
事期間1.5ヶ月分のシンナーを一括発注。
D社を含め大量受注を受けたシンナーメーカーE社
（③）が出荷調整に時間を要し、出荷遅延が発生。

経産省から、塗装事業者C
社に、通常通りの頻度・量
での発注を要請。C社が卸
小売D社に通常通りの頻
度・量を発注し、目詰まり
解消。

⑥製品メーカー
工務店
自動車整備
消費者 など

６



７

燃料の供給の偏り・流通の円滑化等への主な対応状況

• 直接販売スキーム及び前年同月比同量の要請を元に、346件を解消。

・カテーテルの滅菌工程に必要なボイラー用A重油について、供給確保

・手術用器械などの医療機器を製造する際に必要な潤滑油について、新規に石油元
売会社からの直接販売を実施 【直販】

・医療機器の素材製造に使用するA重油について、供給確保

・錠剤製造の滅菌工程に必要なボイラー用灯油について、供給確保

・病院でリネン類の洗濯に使用するボイラー用A重油について、供給確保【直販】

・診療所の暖房・給湯に必要なA重油について、供給確保

・歯科用器械の部品加工のための潤滑油を確保【直販】

医療関係

※下線は、5月11日時点からの更新箇所

令和8年5月20日時点



８

燃料の供給の偏り・流通の円滑化等への主な対応状況

• 直接販売スキーム及び前年同月比同量の要請を元に、346件を解消。

・九州地方の路線バスの軽油について、供給確保

・海底ケーブル敷設船の燃料となるA重油について、供給確保

・下水処理施設の雨水ポンプの運転に必要なA重油について、供給確保

・中部地方のし尿処理施設で使用するA重油について、新規に石油元売会社からの
直接販売を実施 【直販】

・学校給食の調理に必要なA重油について、供給確保【直販】

・離島向けフェリーの運航に使用するA重油について、供給確保【直販】

・海洋調査の研究船の運航に使用するA重油について、供給確保

・地方鉄道の運行に使用する潤滑油について、供給確保

・発電所の所内設備の結露防止に使用するA重油について、供給確保【直販】

・ごみ焼却施設で使用するA重油について、供給確保【直販】

交通
・公共サービス関係

※下線は、5月11日時点からの更新箇所

令和8年5月20日時点



９

燃料の供給の偏り・流通の円滑化等への主な対応状況

• 直接販売スキーム及び前年同月比同量の要請を元に、346件を解消。

・半導体製造に必要なボイラー稼働に使用するA重油について、供給確保

・電池製造に必要なボイラー稼働に使用するA重油について、供給確保

・舶用エンジン出荷前の陸上試験に必要なA重油について、石油元売会社からの直接
販売を実施【直販】

・乳製品工場で使用するA重油について、供給確保

・茶製造に必要なA重油について、新規に石油元売会社からの直接販売を実施
【直販】（九州・東海）

・大規模な農村地域における農業機械用のガソリン・軽油について、石油元売会社か
らの直接販売を実施【直販】

・養殖用の稚魚や畜産用の飼料製造に必要なA重油について、供給確保

・と畜場のボイラー稼働に必要なA重油について、供給確保

・漁船の運航に必要なA重油について、石油元売会社からの直接販売を実施【直販】

・油脂等を製造する際に使用するA重油について、供給確保

・関東地方及び近畿地方の茶製造に必要なA重油について、供給確保

・果樹やきのこの栽培に必要なA重油について、供給確保

・製麺工場でのボイラー稼働に使用するA重油について、供給確保

重要物資
製造業関係

農水畜産業関係

令和8年5月20日時点

※下線は、5月11日時点からの更新箇所
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